
関係部課へお
まわし下さい

日 時

参加費

【テーマ】TOPPANの環境対応パッケージソリューションについて
１：凸版印刷概要
２：社会課題解決に向けて

コロナ影響から消費者の環境意識が変化し、価値観の変化が発生。
この変化に対応するため商品開発を通して社会課題解決をする必要
があることを説明します。またSDGSの取組む意義を説明します。

３：国内外サステナブル【指針動向】
直近の海外及び国内のサステナブル関する指針を中心に説明します。

４：国内外のサステナブル【企業の取組み編】
メジャーブランド中心に取組事例・指針を紹介します。

５：凸版印刷のサステナブル包材の紹介
パッケージで社会課題解決で貢献できる事例を中心に紹介します。

◆お問い合せ及び各種催しの申し込み先◆
〒104-0045 東京都中央区築地4－1－1 東劇ビル10F
公益社団法人日本包装技術協会 担当：佐藤 TEL.03-3543-1189 FAX.03-3543-8970

●JPI催しのご案内はインターネットでも公開中です。 URL https : //www.jpi.or.jp/

参加申し込み方法と注意事項
・本催しはwebを使用してのオンライン研究会（ウェビナー）になります。
申し込みは当会ホームページの研究会参加申込ページより登録いただくようお願いします。申込者にはウェビナ開催の２日前頃に
「ウェビナー招待メール」をお送りしますので、メールアドレスの入力を間違えてしまうと登録できずメールをお送り出来ません
のでご注意ください。
・お送りする「ウェビナー招待メール」にて、参加用URL、参加方法、参加までの手順、注意事項をお知らせしますので、確認の
上参加の準備を進めて下さい。
・申込者1名のみ本催しに参加できます。1つのメールアドレスで1人しか参加できません。
・その他注意事項などにつきましては当会ホームページ上よりご確認の上、参加登録をお願い致します。

当会ホームページ URL：https : //www.jpi.or.jp/

【テーマ】エフピコモデルの資源循環型リサイクル ～トレー toトレー ＆ ボトル toトレー～
近年プラスチックごみ問題が大きな社会的課題となり、我が国においてもリサイクルが求められておりますが、エフピコはすでに1990年より自
主的に回収リサイクルするエフピコ方式のリサイクルに取り組んでおります。
今では当たり前のように見るスーパーマーケットの店頭に置かれたトレー回収ボックス。
エフピコモデルの最大の特徴は、回収した使用済み容器（トレー）やPETボトルを原料に戻し、再び食品容器（トレー）を作ることです。
エフピコでは原油などの地下資源に対して、使用済み容器（トレー）やPETボトルを“地上資源”と呼んでいます。地上資源を繰り返し使い続け
る循環型リサイクル活動の輪を皆様のご協力をいただきながら進めてまいります。

１）個人情報は『公益社団法人日本包装技術協会 研究会』の事業実施に関わる資料等の作成、ならびに当会が主催・実施する各事業におけるサービス提供や事業の
ご案内等のために利用させて頂きます。

２）参加申込によりご提供頂いた個人情報は、法令に基づく場合等を除き、個人情報を第三者に開示、提供することはありません。

◆お申込は当会ホームページより、先着順とさせて頂きます。
◆お申込みが定員に達した場合、一社における参加人数に制限を持たせて頂く場合があります。
◆お申し込みは、研究会開催3日前までにお願いします。

定 員

【講 師】株式会社 エフピコ 環境対策室 ジェネラルマネージャー 冨 樫 英 治 氏
【コーディネーター】凸版印刷㈱ パッケージソリューション事業部 マーケティング戦略本部 部長 川 田 靖 氏

㈱精工 大阪営業所 所長 中 野 茂 樹 氏

【講 師】凸版印刷株式会社 パッケージソリューション事業部 販売促進本部 販売促進部 軟包装販促T 部長 松 本 純 氏
【コーディネーター】㈱明治 技術研究所 次世代ものづくり研究部 包装技術Ｇ 中 尾 隆 志 氏

２０２１年２月

2021JPI催しのご案内 2公益社団法人日本包装技術協会

―２０２１年度より本催しの名称が変わります―
2021年度より本催し（研究会）の名称をWEBフォーラムとさせて頂きます。

2021年度につきましては、ウェビナー（WEBセミナー）で皆様に情報発信を致します。

●開催要領
令和3年2月9日（火）①10：30~12：00 ／ ② 15：00~16：30
JPI法人・個人会員 : 無料／一般 : 3,300円（1部会、税込） 300名

2月9日（火） 10：30～12：00

2月9日（火） 15：00～16：30

申 込 要 領

個人情報の取扱いについて
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